
年間授業計画　新様式

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 2 学年 Ａ Ｂ 組

使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

2定期考査 答案返却

新編 『現代の国語』　大修館書店

思 態
配当
時数

１

学

期

説得力を高める

【知識・技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や接続
のしかたについて理解できる。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の理解
が得られるよう、意見と理由（根拠）の
関係を考えて、文章の構成や展開を工夫
できる。
・「書くこと」において、推敲の観点を
理解して自分が書いた文章を見直し、文
章全体を整えたり改善できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文を書くことに興味をもち、意見
文の基礎を意欲的に習得しようとしてい
る。

【知識・技能】
・主張と根拠の関係や、話の効果的な組
み立て方について理解できる。

【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、自
分の考えが的確に伝わるよう、自分の立
場や考えを明確にするとともに、相手の
反応を予想して論理の展開を考えるな
ど、話の構成や展開を工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・討論をすることに興味をもち、意欲的
に取り組もうとしている。

●　意見文の基礎を学ぼう

・あいまいな文や長くてわかりにく
い文を避け、 簡潔でわかりやすい
文を書く。
・接続表現を使いこなし、論理的で
わかりやすい文章を書く。
・意見文の基本的な書き方と、構成
のしかたを知る。
・意見と理由を備えた基本的な意見
文を書く。

●　反対意見を想定した意見文を書
こう

・反対意見を想定しつつ、自分の意
見を説得力のある意見文にまとめ
る。

●　ミニ討論会をしよう

・場面や目的に応じて適切な言葉を
選ぶ。
・自分の考えが効果的に伝わるよう
に、根拠を明確にして効果的に主張
する。
・相手の主張と根拠の関係をとらえ
て反論する。

〇 〇

【知識・技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や接続のし
かたについて理解している。［⑴オ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の理解が得
られるよう、意見と理由（根拠）の関係を考
えて、文章の構成や展開を工夫している。［B
⑴イ］
・「書くこと」において、推敲の観点を理解
して自分が書いた文章を見直し、文章全体を
整えたり改善したりしている。［B⑴エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文を書くことに興味をもち、意見文の
基礎を意欲的に習得しようとしている。

【知識・技能】
・主張と根拠の関係や、話の効果的な組み立
て方について理解している。[⑴オ、⑵ア]

【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、自分の
考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考え
を明確にするとともに、相手の反応を予想し
て論理の展開を考えるなど、話の構成や展開
を工夫している。［Ａ(1)イ、⑵ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・討論をすることに興味をもち、意欲的に取
り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 〇 10

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

国　語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

 科目:国　語 現代の国語
国　語 現代の国語 2

対象学年組： 組 ～

高等学校 令和 7 年度 2 学年用  教科:



2定期考査 答案返却

12

　他者を動かす

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割をふまえ、
目的に応じた表現や言葉遣いを理解
できる。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて題材を決め、相手を意識
しながら必要な情報を整理して、伝
えたいことを明確にできる。
・「話すこと・聞くこと」におい
て、場の状況に応じて資料や機器を
効果的に用いながら、相手の心を動
かすことができるよう表現を工夫し
て発表できる。
・「書くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、説明のしか
たや表現のしかたを工夫できる。
【主体的に学習に取り組む姿勢】
・企画書を書く活動に興味をもち、
意欲的に学習に取り組もうとしてい
る。
・プレゼンテーションすることに意
欲をもち、積極的に学習に取り組ん
でいる。
・依頼状を書く活動に意欲をもち、
積極的に取り組もうとしている。

●魅力的な企画書を書こう
・対象者を明確にし、対象者を説得
することができる企画書を書く。
・企画書に必要な要素を知り、見や
すく、わかりやすい企画書をまとめ
る。

●プレゼンテーションをしよう
・聞き手の心を動かし、目的を達成
するために、構成や発表のしかたを
工夫する。
・さまざまな資料を活用しながら発
表する。

●相手を動かす依頼状を書こう
・相手や目的に応じて、適切な通信
手段を選択する。
・相手の気持ちを動かすような依頼
状を書く。 〇

【知識・技能】
　【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割をふまえ、目的に応
じた表現や言葉遣いを理解している。［⑴
イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じ
て題材を決め、相手を意識しながら必要な情
報を整理して、伝えたいことを明確にしてい
る。［B⑴ア］
・「話すこと・聞くこと」において、場の状
況に応じて資料や機器を効果的に用いなが
ら、相手の心を動かすことができるよう表現
を工夫して発表している。［A⑴ウ、⑵エ］
・「書くこと」において、自分の考えが的確
に伝わるよう、説明のしかたや表現のしかた
を工夫している。［B⑴ウ］
【主体的に学習に取り組む姿勢】
・企画書を書く活動に興味をもち、意欲的に
学習に取り組もうとしている。
・プレゼンテーションすることに意欲をも
ち、積極的に学習に取り組んでいる。
・依頼状を書く活動に意欲をもち、積極的に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

１

学

期



〇 〇

２

学

期

12

2

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたにつ
いて理解している。[⑵エ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章やグラフに含
まれている情報を相互に関連づけながら内容
を理解し、自分の考えを深めている。[C⑴イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・グラフや図との関係に注意しながら論旨を
読み取り、自分の考えをもとうとしている。

12

2

〇 〇

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたにつ
いて理解している。［⑵エ］
・横書きの文章の書き方、引用のルール、参
考文献の示し方などを理解している。［⑴
エ、⑵オ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じ
て適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や
信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にし
ている。［B⑴ア］
・「書くこと」において、集めた情報を整理
し、読み手の理解が得られるように、論の展
開、情報の分量や重要度などを考えて、文章
の構成や展開を工夫している。［B⑴イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報収集や情報の吟味をしてレポートを書
くことに、意欲的に取り組もうとしている。

情報と向き合う

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のし
かたについて理解できる。
・横書きの文章の書き方、引用の
ルール、参考文献の示し方などを理
解できる。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて適切な題材を決め、集め
た情報の妥当性や信頼性を吟味し
て、伝えたいことを明確にできる。
・「書くこと」において、集めた情
報を整理し、読み手の理解が得られ
るように、論の展開、情報の分量や
重要度などを考えて、文章の構成や
展開を工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報収集や情報の吟味をしてレ
ポートを書くことに、意欲的に取り
組もうとしている。

定期考査 答案返却

レポートを書こう

・テーマを決め、適切な方法で情報
を集める。
・集めた情報を根拠として、説得力
のあるレポートをまとめる。

情報と向き合う

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のし
かたについて理解できる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章やグ
ラフに含まれている情報を相互に関
連づけながら内容を理解し、自分の
考えを深められる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グラフや図との関係に注意しなが
ら論旨を読み取り、自分の考えをも
とうとしている。

定期考査 答案返却

『情報の力関係』
・図との関係に注意しながら、文章
を読み取る。
・文字・図形・絵などが読者に与え
る効果の違いについて考える。

『どこもかしこもプラスチック！』

・文章とグラフとの関係に注意しな
がら、文章を読み取る。
・筆者の主張とその根拠の関係を吟
味しながら読み、自分の意見をも
つ。

〇 〇 〇〇



３

学

期

伝え合いのレッスン

【知識・技能】
・話し言葉の特色をふまえ、相手に
配慮した言葉遣い、わかりやすい言
葉遣いを理解できる。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的に応じて情報を収集、整理
し、自分の立場や考えを明確にし
て、構成や展開を工夫しながら話す
ことができる。
・「話すこと・聞くこと」におい
て、議論の広げ方や深め方、結論の
出し方を工夫して話し合うことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・話し合いの活動に興味をもち、よ
りよい話し合いをしようとしてい
る。

対話のレッスン

・相手や場面に配慮した言葉遣いや
表現のしかたを知る。
・コミュニケーションにおける言葉
以外の要素の大切さを知り、対話に
生かす。

テーマを決めて話し合おう

・さまざまな方法を用いて、アイ
ディアを広げたり整理したりする。
・話し合いの目的を意識し、目的に
沿った話し合いの進め方を考える。
・議論の広げ方や深め方、結論の出
し方を工夫して話し合う。

〇 〇

【知識・技能】
・話し言葉の特色をふまえ、相手に配慮した
言葉遣い、わかりやすい言葉遣いを理解して
いる。［⑴イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的に
応じて情報を収集、整理し、自分の立場や考
えを明確にして、構成や展開を工夫しながら
話している。［A⑴ア、イ］
・「話すこと・聞くこと」において、議論の
広げ方や深め方、結論の出し方を工夫して話
し合っている。［A⑴オ、⑵ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・話し合いの活動に興味をもち、よりよい話
し合いをしようとしている。

〇 〇 〇 14

2

合計

70

定期考査　答案返却


